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研究速報 胆汁 ・十二指腸液胃内逆流による実験的慢性胃潰瘍作成について

上西 紀 夫

大原  毅

はじめに

ヒト慢性胃潰瘍の成因および治癒機序に関する研究

目的のため, さまざまな方法による実験的慢性胃漬瘍
モデルの作成が試みられている。われわれは胆汁 ・十

二指腸液を長期間,胃 内に逆流させることにより,慢

性胃潰瘍の作成に成功 したので報告する.

方  法

体重200g前 後 の Wistar系 雄性 ラット10匹を用 い

た。胆汁 ・十二指腸液胃内逆流モデルは,ま ず前胃と

空腸 とを吻合後, 4週 目に胆管 ・解管開田部より肛側

にて十二指腸を切断 ・閉鎖することにより作成 した。

逆流開始後12週目に居殺し, 胃の肉眼的観察を行 う

とともに,10%ホ ルマ リン液固定後 4 mm中 で全割

し, 胃粘膜の組織学的検討を行った。なお,対 照 とし

て,無 処置群 5匹 を用い,同 様の検討を行った。

結  果

胃内逆流モデル10匹中 2匹 は十二指腸切断 。閉鎖後

1週 目に死亡したため,残 り8匹 について検討を行っ

た。胃粘膜の肉眼的観察では 8匹 全例に幽門前庭部

pre‐pylorus小弯に周堤を伴った直径 2～ 10mmの 潰

瘍の発生を認めた (図 1).

組織学的検索にて,漬 瘍は粘膜筋板の破壊を伴 う

Ul‐IIであり,潰 瘍周囲には偽幽門腺の増生や ibrOsis

などを認め, ヒ ト慢性胃潰瘍に酪似した形態を示 して

いた.ま た,潰 瘍辺縁の再生上皮の一部に,腸 上皮化

生の発生を認めた例もあった。
一方,非 潰瘍部の胃粘膜は肉眼的には著変を認めな

なかったものの,組 織学的には無処置群に比べ,幽 門

腺領域粘膜はその厚さが約 2倍 に増加していた。これ

は主に腺宙上皮の増生によるものであった。また,胃

底腺領域粘膜の厚さも約50%増 加 してお り, これは胃

底腺 自体の増生によるものであった。

考  察

従来の実験的慢性胃漬瘍作成法は主に,薬 物や器具

を用い,人 工的に一定程度の大きさの組織欠損を作る
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図 1 胆 汁 ・十二指腸液の胃内逆流により発生した胃

漬瘍の肉眼的所見

ことによって漬瘍を発生させているい。.

したがって, これらの漬瘍は潰瘍発生の要因の検討

というより,慢 性胃潰瘍の経過,治 癒過程の検討に適

したモデルといえる.こ れに対し,今 回我々が作成し

た潰瘍は胆汁 ・十二指腸液を胃内に逆流させるだけで

発生している。この意味で,本 法による漬瘍は,漬 瘍

発生の要因の研究や,漬 瘍の慢性化に及ぼす因子の検

討に役立ち,慢 性胃漬瘍の発生から治癒までの,種 々

の過程の解析に適 したモデルと考える。

索引用語 :実験的慢性胃漬瘍
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